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1. はじめに 

近年，自転車普及率が増加している一方で，全交通事

故件数における自転車関連事故件数の割合は依然として

20％程度を占めている[1]．自転車運転時に危険となる箇

所(段差など)の検知に関する既存研究として，サドルカバ

ー型センサを用いたシステムが提案されている[2]．しかし，

既存研究では，多くの機器/センサで構成されていることか

ら導入が困難であることや，危険箇所の情報が周辺のユ

ーザにしか共有されないことが問題点として挙げられる．そ

こで本稿では，自転車に設置した加速度センサとスマート

フォンによる計測データを解析して危険箇所/危険運転の

検知を行い，危険箇所をマップ上に可視化するシステムの

研究開発を行う． 

2. 提案システム 

提案システムの全体像を図 1 に，データ計測装置を設

置した自転車の外観を図 2 に示す．車輪部分に設置した

加速度センサとハンドル部分に設置したスマートフォンの

ジャイロセンサによって自転車運転時のデータを計測し，

計測データを HTTP 通信によって解析サーバへ送信する．

解析サーバでは計測データを受信し，危険箇所の有無や

その種類について解析を行う．開発したモバイルアプリケ

ーションは，危険箇所の位置をマップ表示する機能，計測

データを解析サーバへ送信する機能，危険運転を検知し

てユーザへ通知する機能，ユーザが設定した出発地から

目的地までの最適な経路を推薦する機能を持つ． 

本稿で検知する危険箇所は段差/急ブレーキ/急ハンド

ルであり，検知する危険運転は並走運転/片手運転である．

段差/急ブレーキの検知では加速度データに対して

FFT(高速フーリエ変換)による解析を行い，車輪の回転速

度の急激な変化を検出する．また，急ハンドルの検知では

ハンドルの回転方向における角速度の増加を検出する． 

 
図１．提案システムの全体像 

 
図 2．データ計測装置を設置した自転車の外観 

3. 危険箇所検知に関する性能評価 

本実験では，データ計測装置を自転車に搭載し，段差/

急ブレーキ/急ハンドルを含む走行を 20 回行うことで，危

険箇所を正しく検知できるかを評価する．表 1 に示す通り，

再現率が 85.0%以上であることから，実際の危険箇所につ

いては高い精度で検知できていることがわかる．一方で，

段差/急ブレーキの適合率が低いことから，段差/急ブレー

キのない箇所における誤検知が多いことがわかる． 

表１．危険箇所検知の性能評価実験結果 

危険箇所の種類 適合率 再現率 F値 

段差 71.4% 87.5% 78.7% 

急ブレーキ 73.9% 85.0% 79.1% 

急ハンドル 100% 90.0% 94.7% 

4. まとめ 

本稿では，自転車に設置した加速度センサとスマートフ

ォンを利用して，運転時の危険箇所/危険運転を検知する

システムを提案した。提案システムを利用することで，段差

/急ブレーキ/急ハンドルと，並走運転/片手運転を高い精

度で検知できることがわかった．今後の課題として，複数

台の自転車にデータ計測装置を設置することで，より多く

のデータを収集することによる精度の向上や，それぞれの

運転者の特性に合わせたシステムの検討を行う． 
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